
東日本大震災以降ごみは増加しましたが、
２０１5年以降減少傾向にあります。

福島駅利用者数はコロナ禍で大幅に減少。
回復傾向にありますが、以前の状況までは回復していません。

POINT  1

PO INT  2

8.
暮らしやすい都市づくり

C
H A P T E

R

都 市 基 盤 ・ 生 活 環 境

代表的なグラフ
P ICK -UP

ごみの種類別排出量

福島駅利用者数
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東日本大震災以降ごみは増加しましたが、2016 年度以降は資源にできない
燃やすごみを中心に減少傾向にあります。

都市計画区域は市全域の約3割にあたり、そのうち約25％が市街化区域と
なっています。市街化区域の約7割に住居系の用途地域が設定されています。

ごみの種類別排出量121

都市計画区域及び用途地域別面積120

資料：都市計画課

資料：環境省一般廃棄物処理実態調査他
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東日本大震災以降ごみは増加しましたが、2016 年度以降は資源にできない
燃やすごみを中心に減少傾向にあります。

都市計画区域は市全域の約3割にあたり、そのうち約25％が市街化区域と
なっています。市街化区域の約7割に住居系の用途地域が設定されています。

ごみの種類別排出量121

都市計画区域及び用途地域別面積120

資料：都市計画課

資料：環境省一般廃棄物処理実態調査他
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福島市と郡山市では横ばいの傾向が続いていましたが、2023 年度の福島市のリサイクル率は、あらかわ 

クリーンセンター焼却灰溶融スラグの一部リサイクルを開始したことにより1.5ポイントの改善が図られました。

いわき市は以前から焼却灰のリサイクルに取り組んでいるため３市の中で最も高くなっています。

3 市とも東日本大震災以降増加したが、近年は減少傾向にあり、福島市ではコロナ禍の
活動自粛が解除され、自宅での巣ごもり消費が減少したことによって 2023 年度の排出量
が 66g 減少し、このうち家庭系ごみの減少率は政令市・中核市の中で 1 位となりました。

【郡山市・いわき市比較】リサイクル率123

【郡山市・いわき市比較】１人１日当たりごみ排出量122

資料：環境省一般廃棄物処理実態調査、都市要覧

資料：環境省一般廃棄物処理実態調査
75



#

#

人
口
構
造  |  

人
口
動
態
・
人
口
移
動  |  

子
ど
も
・
教
育
・
人
材
育
成  |  

雇
用
・
所
得
・
働
き
方  |  

産
業
・
経
済  |  

交
流
・
観
光
・
移
住  |  

医
療
・
福
祉  |  

都
市
基
盤
・
生
活
環
境  |  

防
災
・
環
境
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス  |  

財
政
・
行
政
運
営 |  

復
興
の
現
在
地

t h e m e

都市基盤・
生活環境

t h e m e

都市基盤・
生活環境

DATA NUMBER

DATA NUMBER

交通事故件数は 20年前の1/5 程度に減少していますが、死亡者数は年に
よって増減はあるものの毎年発生しています。

犬の登録頭数は 2010年頃までは増加傾向にありましたが、
その後は緩やかな減少傾向となっています。

市内交通事故件数125

犬の登録頭数124

基準日：各年３月３１日現在
資料：福島市の登録状況、厚生労働省「犬の登録頭数と予防注射頭数等の年次別推移」

資料：生活課、 福島警察署、福島北警察署
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交通事故件数は 20年前の1/5 程度に減少していますが、死亡者数は年に
よって増減はあるものの毎年発生しています。

犬の登録頭数は 2010年頃までは増加傾向にありましたが、
その後は緩やかな減少傾向となっています。

市内交通事故件数125

犬の登録頭数124

基準日：各年３月３１日現在
資料：福島市の登録状況、厚生労働省「犬の登録頭数と予防注射頭数等の年次別推移」

資料：生活課、 福島警察署、福島北警察署
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自動車保有台数は増加傾向が続いていましたが近年は横ばいとなっており、
1世帯当たり保有台数は全国平均1.01を大きく上回っています。

運転免許保有者数は減少傾向にありますが、運転免許を保有している
割合は増加しています。

自動車保有台数127

自動車運転免許者数126

基準日：（交通白書）12月 31日現在、（住基人口）3月31日現在
資料：福島県警察本部　交通白書、住民基本台帳

資料：福島県警察本部　交通白書、住民基本台帳
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2011 年度の東日本大震災を発端にピークを迎え、その後減少傾向となり、
2020 年度のコロナ禍により一段と落ち込みましたが、その後は回復基調に
あり、現在は横ばいになっています。　　　

2020 年度はコロナ禍により乗車人数が減少し、それ以降は徐 に々回復傾向 
にありますが、定期外利用者を中心にコロナ禍前の利用状況までは回復 
できていません。

市内インターチェンジの交通量129

バス利用者数128

資料：福島交通 (株 )　※定期＝定期券利用者、定期外＝定期券以外の利用者

資料：福島県統計年鑑
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2011 年度の東日本大震災を発端にピークを迎え、その後減少傾向となり、
2020 年度のコロナ禍により一段と落ち込みましたが、その後は回復基調に
あり、現在は横ばいになっています。　　　

2020 年度はコロナ禍により乗車人数が減少し、それ以降は徐 に々回復傾向 
にありますが、定期外利用者を中心にコロナ禍前の利用状況までは回復 
できていません。

市内インターチェンジの交通量129

バス利用者数128

資料：福島交通 (株 )　※定期＝定期券利用者、定期外＝定期券以外の利用者

資料：福島県統計年鑑
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2020 年度はコロナ禍、2022 年度は福島県沖地震により乗車人数が大幅
に減少し、徐 に々回復傾向にありますが、以前の状況までは回復できていま
せん。

2016 年度から緩やかな減少傾向を示しており、2020 年度はコロナ禍に 
より利用者数が大幅に減少し、その後徐 に々回復傾向にありますが、以前
の状況までは回復できていません。

阿武隈急行線の市内乗車人数131

福島駅利用者数130

資料：東日本旅客鉄道㈱、福島交通㈱、阿武隈急行㈱　※阿武隈急行線、福島交通飯坂線の数値は年間乗車人数、JRの数値は１日平均の乗車人数×年間日数

資料：阿武隈急行㈱
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市内を流れる国・県管理の一級河川は39河川、総延長は約263.2kmで、
市管理の準用河川は6河川、総延長は約13.6kmとなっています。

2020 年度はコロナ禍で乗車人数が減少し、徐 に々回復傾向にありますが、
以前の状況までは回復できていません。

市内の河川一覧（一級河川、準用河川）133

福島交通飯坂線の市内乗車人数132

資料：福島交通㈱

資料：河川課
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市内を流れる国・県管理の一級河川は39河川、総延長は約263.2kmで、
市管理の準用河川は6河川、総延長は約13.6kmとなっています。

2020 年度はコロナ禍で乗車人数が減少し、徐 に々回復傾向にありますが、
以前の状況までは回復できていません。

市内の河川一覧（一級河川、準用河川）133

福島交通飯坂線の市内乗車人数132

資料：福島交通㈱

資料：河川課
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2008 年 7 月の旧飯野町との合併に伴い、未舗装路線が増加し舗装率が 
やや減少しましたが、道路改良事業の完成や開発道路の移管により舗装率
及び改良率は微増となっています。

2008 年 7 月の旧飯野町との合併に伴い、市道延長が増加し、その後も 
道路改良事業の完成や開発道路の移管により緩やかに増加しています。

市道の舗装率と改良率135

市道延長134

基準日：各年４月１日現在

基準日：各年４月１日現在

資料：路政課

資料：路政課
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新設住宅着工戸数は、2017 年度以降、人口減少や建設費用高騰などを背景に 
減少傾向が続いていますが、新設住宅に占める認定長期優良住宅の割合は 
増加傾向にあり、着工数は減りながらも良質な住宅の割合は増えています。

緊急輸送道路などの重要橋梁 77 橋の耐震補強整備率は62％(48 橋完了)
と着実に進捗しています。

新設住宅着工戸数及び認定長期優良住宅の割合137

重要橋梁の耐震補強整備率136

基準日：各年４月１日現在
資料：耐震化完了の重要橋梁（７７橋）一覧

資料：新設住宅着工戸数及び１新設住宅当たり延床面積：開発建築指導行政年報、新築住宅の長期優良住宅認定件数：住宅政策課
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DATA NUMBER

新設住宅着工戸数は、2017 年度以降、人口減少や建設費用高騰などを背景に 
減少傾向が続いていますが、新設住宅に占める認定長期優良住宅の割合は 
増加傾向にあり、着工数は減りながらも良質な住宅の割合は増えています。

緊急輸送道路などの重要橋梁 77 橋の耐震補強整備率は62％(48 橋完了)
と着実に進捗しています。

新設住宅着工戸数及び認定長期優良住宅の割合137

重要橋梁の耐震補強整備率136

基準日：各年４月１日現在
資料：耐震化完了の重要橋梁（７７橋）一覧

資料：新設住宅着工戸数及び１新設住宅当たり延床面積：開発建築指導行政年報、新築住宅の長期優良住宅認定件数：住宅政策課
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地目別土地面積の比率については近年大きな変化はなく、その他 ( 公衆用
道路、保安林、河川敷等 )を除くと、原野・畑が占める割合が多くなって 
います。

2021 年度は前回から微増となりましたが、その後災害による建築物の公費 
解体や空き家対策としての補助支援、活発な不動産取引などにより2025 年度
の調査では空き家数は 2021 年度から約 500 件減少しました。

地目別土地面積比率139

空き家率138

基準日：各年１月１日現在

資料：都市計画課

資料：固定資産概要調書　福島市
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都市公園の市民 1 人当たり面積の標準は 10㎡以上で、過去 20 年間は 
標準値を上回っています。近年は人口減少の影響を受け、値が増加傾向に
あります。

都市公園は、計画的な整備により現在 199 箇所整備され、公園面積全体
の 8 割以上を占めています。その他公園は 20 年間で 1.4 倍まで増加し、
現在 379 箇所整備され、都市公園の 2 倍近い数となっています。

市民１人あたり都市公園面積141

公園面積と公園数140

基準日：各年３月３１日現在

基準日：各年３月３１日現在

資料：公園緑地課

資料：公園緑地課
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都市公園の市民 1 人当たり面積の標準は 10㎡以上で、過去 20 年間は 
標準値を上回っています。近年は人口減少の影響を受け、値が増加傾向に
あります。

都市公園は、計画的な整備により現在 199 箇所整備され、公園面積全体
の 8 割以上を占めています。その他公園は 20 年間で 1.4 倍まで増加し、
現在 379 箇所整備され、都市公園の 2 倍近い数となっています。

市民１人あたり都市公園面積141

公園面積と公園数140

基準日：各年３月３１日現在

基準日：各年３月３１日現在

資料：公園緑地課

資料：公園緑地課
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地価平均は東日本大震災の影響により低下したものの、緩やかに回復して 
います。住宅地の最高値が大きく上昇しています。

取引件数は東日本大震災以降増加傾向であり、2014 年、2018 年及び
2019 年に土地の取引面積が大きくなっています。

地価公示価格（１㎡当たりの価格）143

土地取引件数と取引面積142

基準日：各年１月１日現在

基準日：各年１月１日現在

資料：国土交通省土地取引規制基礎調査概況調査

資料：国土交通省土地鑑定委員会
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汚水処理施設整備は、福島市汚水処理施設整備等方針図に基づき
実施していきます。

上水道普及率は 2011年度以降横ばいとなっています。

汚水処理施設整備方針145

上水道普及率（給水人口÷行政区域内人口）144

基準日：各年３月３１日現在
資料：下水道整備課

資料：下水道整備課
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汚水処理施設整備は、福島市汚水処理施設整備等方針図に基づき
実施していきます。

上水道普及率は 2011年度以降横ばいとなっています。

汚水処理施設整備方針145

上水道普及率（給水人口÷行政区域内人口）144

基準日：各年３月３１日現在
資料：下水道整備課

資料：下水道整備課
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汚水処理人口普及率は、全国平均よりは下回っていますが、
福島県平均よりは上回っています。

公共下水道処理人口普及率は、全国平均よりは下回っていますが、
福島県平均よりは上回っています。

汚水処理人口普及率147

公共下水道処理人口普及率146

資料：福島市の下水道

資料：福島市の下水道
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年間総給水量は 2005 年度以降、人口減などにより減少傾向となっています。

基幹配水池及び基幹管路については 2025 年度に東日本大震災相当に
耐えうる耐震化が図られる予定となっています。

年間総給水量（有効水量）149

基幹施設耐震化率（基幹配水池）・基幹施設耐震適合率（基幹管路）148

基準日：各年３月３１日現在

基準日：各年３月３１日現在

資料：経営企画課

資料：水道総務課
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年間総給水量は 2005 年度以降、人口減などにより減少傾向となっています。

基幹配水池及び基幹管路については 2025 年度に東日本大震災相当に
耐えうる耐震化が図られる予定となっています。

年間総給水量（有効水量）149

基幹施設耐震化率（基幹配水池）・基幹施設耐震適合率（基幹管路）148

基準日：各年３月３１日現在

基準日：各年３月３１日現在

資料：経営企画課

資料：水道総務課
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年間総処理水量は 2020年度以降減少しています。

年間総処理水量は横ばいの傾向にあります。

年間総処理水量（農業集落排水）151

年間総処理水量（公共下水道）150

資料：下水道管理課

資料：下水道管理課
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9.
災害に強く持続可能なまちづくり

C

H A P T E

R

防 災・環 境・レジリエンス

温室効果ガス排出量は減少傾向にありますが、
２０２０年度以降減少幅が鈍化しています。
再生可能エネルギー発電量の割合は、基準年度（２０１３年度）と
比較すると約２倍に増加しました。
これらは大規模太陽光発電施設による発電量増加に
よるところが大きくなっています。

救急出動件数のうち、
急病及び一般負傷による出動は増加傾向にあります。

POINT  1

PO INT  2

PO INT  3

代表的なグラフ
P ICK -UP

温室効果ガス排出量

※レジリエンス・・・「弾力（性）」「はね返り」「回復」などを意味する言葉で、状況の
　　　　　　　　　 変化に応じて適応・転換しながら回復する能力のこと。
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下水道や浄化槽の整備が進み、汚れた水の川への流入が減ったことにより、
ＢＯＤは低下傾向にあります。流量が少ない小さな川ほど人の活動の影響を
受け変動が大きくなります。

代表的河川のＢＯＤ経年変化152

資料：環境衛生課（2023 度分以前は環境課）「福島の環境」
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